
　
　

4段階評価の色 上昇 同等 下降

90%以上 89～71% 70%以下

１　学力向上・授業改善 よく当てはまる やや当てはまる あまり当てはまらない 全く当てはまらない わからない

肯定的回答割合(%) 4 3 2 1 ？ 4段階評価値 前年度

保護者 94 43 43 5 0 8 3.41 3.25

児童 95 48 47 5 0 0 3.43 3.56

教職員 96 35 61 4 0 0 3.30 2.86

教職員 91 30 61 9 0 0 3.22 2.90

２　体力向上・健康教育

肯定的回答割合(%) 4 3 2 1 ？ 4段階評価値 前年度

保護者 93 37 50 6 1 6 3.31 3.29

児童 89 61 28 9 2 0 3.47 3.46

教職員 65 17 48 35 0 0 2.83 3.09

教職員 96 39 57 4 0 0 3.35 3.00

３　自己肯定感と自己有用感の向上

肯定的回答割合(%) 4 3 2 1 ？ 4段階評価値 前年度

保護者 91 40 44 9 0 7 3.44 なし

児童 92 66 26 6 2 0 3.56 なし

教職員 87 30 57 13 0 0 3.17 なし

学校は、子供たちが自分をアップデートする意識（成長しようとする意識）を育てる取組を行っている。

自分をアップデート（成長）しようとしていますか。

アップデート通帳の取組を通し、自己肯定感や自己有用感の向上を図っている。

               学校評価の結果について
　
　学校評価アンケート（児童・保護者・教職員）の評価結果および今後
の方向性についてお伝えいたします。
　評価結果につきましては、校内で検討後、改善の方向等に対し学校関
係者評価委員の皆さまからご意見をいただき、今後の学校運営改善のた
めの指針とさせていただきました。
　保護者の皆様をはじめ、御協力いただきました関係各位に、心より感
謝申し上げます。

回答割合は小数点第一位を四捨五入。
肯定的回答割合は「？回答」を除いて算
出

アンケート項目

授業の振り返る場面における「学習内容」と「学び方」の振り返りを行っている。

アンケート項目

学校は、学力の向上を目指した教育活動を行っている。

授業で学習したことがよくわかりますか。

各種取組により学力の向上が図られている。

肯定的回答割合の色

アンケート項目

学校は、子供たちの健康や体力の向上のための取組を行っている。

学校や家でよく体を動かしてあそび、うがい、手あらいもしていますか。

児童が楽しく体力向上に取り組める環境の工夫（運動遊びの充実）を行っている。

元気アップ等の取組や、健康指導、食育指導等を通して、健康教育を行っている。



４　いじめ・不登校

肯定的回答割合(%) 4 3 2 1 ？ 4段階評価値 前年度

保護者 89 32 36 8 0 24 3.31 3

児童 94 66 28 4 2 0 3.58 3.72

教職員 100 57 43 0 0 0 3.57 2.98

５　安全教育

肯定的回答割合(%) 4 3 2 1 ？ 4段階評価値 前年度

保護者 96 52 40 3 0 5 3.51 3.22

児童 96 82 14 2 2 0 3.76 3.84

教職員 95 52 43 4 0 0 3.48 3.29

６　家庭学習

肯定的回答割合(%) 4 3 2 1 ？ 4段階評価値 前年度

保護者 65 22 43 26 8 1 2.79 2.85

児童 74 41 33 20 6 0 3.1 2.96

教職員 61 22 39 30 9 0 2.74 2.81

７　そろえる活動（あいさつや学習規律）

肯定的回答割合(%) 4 3 2 1 ？ 4段階評価値 前年度

保護者 82 18 61 16 2 3 2.99 文言変更

児童 89 47 42 9 2 0 3.35 文言変更

教職員 82 30 52 17 0 0 3.13 2.64

教職員 83 22 61 17 0 0 3.04 2.76

８　基本的生活習慣

肯定的回答割合(%) 4 3 2 1 ？ 4段階評価値 前年度

保護者 80 33 47 17 3 0 3.1 3.1

児童 81 48 33 12 7 0 3.21 3.19きそく正しい生活ができていますか。 （はやね・はやおき・朝ごはん）

アンケート項目

お子さんは、うちガク（宿題や家庭学習）に進んで取り組む習慣が身に付いている。

すすんで自分から、うちガク（宿題や、家庭学習）をしていますか

家庭と連携し、うちガク（宿題・家庭学習）の習慣化が図られている。

アンケート項目

お子さんは、よくあいさつをし、場に合った言葉づかいをしている。

自分からあいさつをしたり、正しいことばづかいをしたりしていますか。

そろえる活動(生活）に基づいた指導をし、児童の挨拶・整頓・時間を守る意識が向上している。

そろえる活動(学習）に基づいた指導をし、学習規律が徹底されている。

アンケート項目

お子さんは、規則正しい生活リズムが身に付いている。（早寝・早起き・朝ごはん　等）

危険回避能力や「自分の命は自分で守る」安全・防災意識を定着させる指導を行っている。

アンケート項目

学校は、いじめや不登校、問題行動に対して適切な支援や指導を行っている。

友だちにやさしくし、なかよくすごしていますか。

いじめや不登校など、問題行動の未然防止や早期発見と指導・支援の充実のため、組織的に適切な対応・取組を行っている。

アンケート項目

学校は、子供たちの安全・防災意識を育てる取組を行っている。（避難訓練、防犯教室、交通安全教室　等）

不審者にあったときや、地震や火事がおきたときに、どうすればよいか知っていますか。



９　きまり

肯定的回答割合(%) 4 3 2 1 ？ 4段階評価値 前年度

保護者 91 36 51 7 1 5 3.28 3.25

児童 92 58 34 7 1 0 3.5 3.5

１０　家庭・児童との連携・相談

肯定的回答割合(%) 4 3 2 1 ？ 4段階評価値 前年度

保護者 88 44 39 10 1 6 3.35 3.13

児童 92 78 14 6 2 0 3.69 3.06

１１　情報発信

肯定的回答割合(%) 4 3 2 1 ？ 4段階評価値 前年度

保護者 92 57 33 6 1 2 3.5 3.42

１２　楽しい学校

肯定的回答割合(%) 4 3 2 1 ？ 4段階評価値 前年度

児童 94 68 26 5 1 0 3.61 なし

先生は、こまったことがあったときに、話を聞いてくれますか。

アンケート項目

学校は、地域や家庭に学校の公開や情報発信を積極的に行っている。（学校行事や授業参観、学校便りや学年通信等）

アンケート項目

学校は、楽しいですか。

アンケート項目

お子さんは、日新小のきまりをしっかり守って生活している。

学校や学級のきまりをしっかりとまもっていますか。

アンケート項目

学校は、子供たちの学習や生活、心身の健康などについて家庭に連絡したり、適切に相談に応じたりしている。



日新小学校 学校評価について(概要版）

高評価（児童）

・授業で学習したことがよくわかる：95%
⇨授業改善や少人数指導、支援員活用、一部教科担任制等の成果。

・自分をアップデートしようとしている：92％
⇨アップデート通帳の取組により自己肯定感がアップ！

・友だちにやさしくし、仲良くすごしている：94％
⇨日々の学級経営、生徒指導、道徳教育等の積み重ね。

・学校が楽しい：94％
⇨1人1人に居場所がある学校づくりに努めた成果。



高評価（注目の項目）

・先生は困ったことがあった時に話を聞いてくれる：92％
⇨前年度72％から20ポイント上昇。
92％のうち78％が4段階の最上評価（前年度は41％）

・学校は、子供たちの学習や生活、心身の健康などについて家庭に
連絡したり、適切に相談に応じている：８８％
⇨前年度82％から6ポイント上昇。

☆目指す学校像にある「自分の居場所がある学校」の実現に向け、
子供たちに寄り添った指導や支援を進めた成果。

総欠席数 R6：３７６９（病欠2705 事欠１０６４ 遅刻１３６０）

➧R7：２７８６（病欠2０３６ 事欠 ７５０ 遅刻１４５６） (2月13日時点）

大幅な改善！



高評価（保護者）

・学校は、いじめや不登校、問題行動に対して適切な支援や指導を
行っている。：８9%
⇨前年度78％から11ポイント上昇。不登校対策強化の成果。

・学校は、子供たちの安全・防災意識を育てる取組を
行っている。：９６％
⇨前年度88％から８％上昇。各種取組と情報発信の成果。

・学校は、地域や家庭に学校の公開や情報発信を積極的に
行っている。：9２％
⇨学校便り、保健便り、生徒指導便り等の他、必要に応じてさくら連絡網で情報発信を行った成果。



課題点

・規則正しい生活リズムが身に付いている。
保護者 80％ 児童 ８１％
⇨学習意欲の低下や不登校等にも影響。
児童への働きかけの工夫が必要。
保護者へは、様々な機会を通した啓発が必要。

・家庭学習に進んで取り組む習慣が身に付いている。
保護者 65% 児童 74％
⇨主体的に学びを進められる力を育成する必要がある。



改善に向けて

・児童会活動と連動した取組を進めます。（子供たち自らが考える機会の創出）
・生活リズム調査の結果をもとに、様々な機会を通して家庭への啓発を行います。

・子供たちの「学びたい」という意欲を高める授業づくりを進めます。
・宿題以外に、自主的に家庭学習に取り組む日を設定するなどし、学習習慣の確
立を図ります。

・「家庭学習の手引き」を見直し、子供たちが主体的に学びを進められる内容に
します。

家庭学習

規則正しい生活

・学力向上に向けた取組、校内教育支援センターの積極活用、行事内容の見直し、
など、様々な取組を進めていきます。詳細版をご参照ください。

他にも
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令和７年度　学校評価の分析と改善の方向性（詳細版）  

教 職 員 　 　 ４ ： そ う 思 う 　 　 　 　 ３ ： や や そ う 思 う 　 　 ２ ： あ ま り そ う 思 わ な い 　 　 １ ： 思 わ な い  

保 護 者 　 　 ４ ： よ く 当 て は ま る 　 ３ ： や や 当 て は ま る 　 ２ ： あ ま り 当 て は ま ら な い 　 １ ： 全 く 当 て は ま ら な い 　 　 ？ ： わ か ら な い  

児 　 童 　 　 ４ ： そ う 思 う 　 　 　 　 ３ ： 少 し そ う 思 う 　 　 ２ ： あ ま り そ う 思 わ な い 　 　 １ ： ぜ ん ぜ ん そ う 思 わ な い      　

　 　 　 　 　  

 

１　学力向上・授業改善について　                        　 　  

※ グ ラ フ 下 の 数 値 は ４ 段 階 評 価 の 平 均 値 。（ 　 ） は 前 年 度 数 値 。 上 昇 　 同 等 　 下 降  

 教 職 員【 学 力 向 上 】  教 職 員【 授 業 改 善 】  　 　 保 護 者 　 　 　 児 童  

  ３ ． ３０（ ２ ． ８ ６） 　 　３ ． ２２（ ２ ． ９ ０） 　   ３ ．４ １（ ３ ． ２ ５） 　 　 ３ ． ４３（ ３ ． ５ ６）  

【 分 析 】 　 ※ 数 値 は 小 数 点 第 一 位 を 四 捨 五 入 。 保 護 者 の パ ー セ ン テ ー ジ は 「 ？ 回 答 」 を 除 い て 算 出  

　 　 　 　 　 　 　 教 職 員 の 項 目 が ２ つ あ る 場 合 は 合 算 で 算 出 。（ 以 下 同 様 ）  

 

・ 教 職 員 、 保 護 者 、 児 童 の 全 て で 肯 定 的 回 答 が ９ ０ ％ を 超 え た 。 ３ 者 共 に ほ ぼ 同 様 の 分

 　 布 が 見 ら れ た 。

・ 肯 定 的 な 回 答 は 、 教 職 員 ９ ３ ％ （ 前 年 度 ７ ６ ％ ） で 大 き く 向 上 、 保 護 者 ９ ４ ％ （ 前 年

 　 度 ９ １ ％ ） で 向 上 が 見 ら れ た 。 児 童 は ９ ５ ％ （ 前 年 度 ９ ５ ％ ） で 同 等 。

 【 改 善 の 方 向 性 】

・ 次 年 度 も「 北 海 道 チ ャ レ ン ジ テ ス ト（ 年 ３ 回 ）」で 正 答 率 が 低 か っ た 問 題 に つ い て「 再

 　 チ ャ レ ン ジ 問 題 」 を 作 成 し 複 数 回 取 り 組 み ま す 。

・ 文 章 を 書 く 力 を 向 上 さ せ る 「 文 ト レ 」 を 継 続 し ま す 。 ま た 、 各 学 年 に 必 要 な 算 数 の 計

 　 算 力 を 向 上 さ せ る 取 組 を 朝 学 習 の 時 間 に 行 い ま す

・「 苫 小 牧 市 に お け る 授 業 改 善 策 」 に あ る ４ つ の 共 通 取 組 場 面 「 見 通 す ・ 決 定 す る ・ 協

　 働 す る ・ 振 り 返 る 」 を 位 置 づ け た 授 業 改 善 を 進 め ま す 。

 

教職員

（学力向上）

各種取組により学力の向上が図られている。

（朝読書の充実・再チャレンジ問題・文トレ）

教職員

（授業改善）

授業の振り返る場面における「学習内容」と「学び方」の振り返りを行っている。

保護者 学校は、学力の向上を目指した教育活動を行っている。

児童 授業(じゅぎょう)で学習したことがよくわかりますか。
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２　体力向上について    

教 職 員 【 体 力 向 上 】  教 職 員【 健 康 教 育 】 保 護 者  児 童  

  ２ ． ８ ３（ ３ ． ０ ９） 　 　 ３ ． ３ ５（ ３ ． ０ ０） 　 　 ３ ． ３ １（ ３ ． ２ ９）      ３ ． ４ ７（ ３ ． ４ ６） 

 【 分 析 】

・ 教 職 員 の 体 力 向 上 に 対 す る 肯 定 的 な 回 答 は ６ ５ ％ （ 前 年 度 ８ １ ％ ） と 低 く 、 課 題 が あ

　 る 。 健 康 教 育 に つ い て は 、 ９ ６ ％ （ 前 年 度 ８ ６ ％ ） が 肯 定 的 回 答 を し て お り 、 取 組 の

 　 充 実 が 数 値 に 表 れ た 。

・ 保 護 者 の ９ ３ ％ （ 前 年 度 ９ ４ ％ ）、 児 童 の ８ ９ ％ （ 前 年 度 ９ ２ ％ ） が 肯 定 的 回 答 を し

　 て い る が 、 前 年 度 よ り や や 減 っ て い る 。

 【 改 善 の 方 向 性 】

・ 体 育 の 授 業 に お い て 競 技 経 験 者 等 の 専 門 性 の あ る ゲ ス ト テ ィ ー チ ャ ー を 招 く な ど し 　

 　 て 、 児 童 の 運 動 に 対 す る 興 味 や 関 心 を 高 め て い き ま す 。

 ・ 児 童 会 活 動 を 通 し て 、 体 を 動 か す 取 組 を 実 施 し ま す 。

・ 次 年 度 も 休 み 時 間 に 運 動 に 親 し み や す い 環 境 を 整 え ま す 。（ ド ッ ジ ボ ー ル コ ー ト や サ

 　 ッ カ ー ゴ ー ル の 設 置 、 中 庭 の 開 放 ）

・ 全 校 共 通 の 取 組 と し て 体 育 の 時 間 で の な わ と び や ３ 分 間 走 を 継 続 し ま す 。

 

 

 

 

 

３　自己肯定感と自己有用感の向上　  

 

教職員（体力向上） 児童が楽しく体力向上に取り組める環境の工夫（運動遊びの充実）を行っている。

教職員（健康教育） 元気アップ等の取組や、健康指導、食育指導等を通して、健康教育を行っている。

保護者 学校は、子供たちの健康や体力の向上のための取組を行っている。

児童 学校や家でよく体を動かしてあそび、うがい、手あらいもしていますか。

教職員 アップデート通帳の取組を通し、自己肯定感や自己有用感の向上を図っている。

保護者 学校は、子供たちが自分をアップデートする意識（成長しようとする意識）を育てる取組を行っている。

児童 自分をアップデート（成長）しようとしていますか。
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   教 職 員 保 護 者 児 童

　  ３ ． １７（ な し ）      　 ３ ． ４４（なし） 　 　 　 ３ ． ５６（なし）  

 【 分 析 】

・ 肯 定 的 回 答 が 、教 職 員 ８ ７ ％ 、保 護 者 ９ １ ％ 、児 童 ９ ２ ％ 。特 に 児 童 の ６ ６ ％ が「 ４ 」

 　 と 回 答 し て い る 。

 ・ 教 職 員 回 答 で は 「 ２ 」 が １ ３ ％ あ り 、 取 組 に 個 人 差 が あ っ た こ と が う か が え る 。

・ ２ ％ で は あ る が 、「 １ 」 と 回 答 し て い る 児 童 が い る 。  

・ 教 職 員 記 述 に も 、 取 組 の 効 果 に 肯 定 的 な 意 見 が 多 い 。

 【 改 善 の 方 向 性 】

 ・ 児 童 の 自 己 肯 定 感 と 自 己 有 用 感 の 向 上 を 図 る 取 組 を バ ー ジ ョ ン ア ッ プ し て 行 い ま す 。

 （ 案 ： チ ャ レ ン ジ す る こ と 、 で き る よ う に な っ た こ と や 達 成 し た こ と 等 を 書 き た め る 。

　 定 期 的 に 児 童 間 で 交 流 し た り 、 担 任 か ら 肯 定 的 評 価 を 行 う 。 昼 の 放 送 等 で 頑 張 り を 紹

　 介 す る 。）

 

 

４　いじめ・不登校　  

   教 職 員 保 護 者 児 童

  ３ ． ５７（ ２ ． ９ ８）     ３ ． ３１（ ３ ． ０ ０）    ３ ． ５ ８（ ３ ． ７ ２）  

 【 分 析 】

・ 教 職 員 の 肯 定 的 回 答 が １ ０ ０ ％ と な っ た （ 前 年 度 は い じ め 項 目 が １ ０ ０ ％ 、 不 登 校 項

　 目 は ４ ８ ％ ）。 ４ 段 階 評 価 で も 大 き く 上 昇 し た 。  

 ・ 保 護 者 の 肯 定 的 回 答 は ８ ９ ％ と な っ て お り 、 前 年 度 の ７ ８ ％ か ら 大 き く 上 昇 。

教職員 いじめや不登校など、問題行動の未然防止や早期発見と指導・支援の充実のため、組織的に適切な対応・取組を行っている。

保護者 学校は、いじめや不登校、問題行動に対して適切な支援や指導を行っている。

児童 友だちにやさしくし、なかよくすごしていますか。
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 ・ 児 童 の 肯 定 的 回 答 は ９ ４ ％ と な っ て お り 、 前 年 度 の ９ ６ ％ と 同 等 。

・「 わ か ら な い 」 と 回 答 し た 保 護 者 が ２ ４ ％ お り 、 前 年 度 の １ ９ ％ よ り や や 増 え た 。

 【 改 善 の 方 向 性 】

 ・ 不 登 校 の 未 然 防 止 に 向 け 、 校 内 教 育 支 援 セ ン タ ー の 積 極 的 活 用 を 進 め ま す 。

・ い じ め 防 止 対 策 と し て 、 児 童 と 教 諭 の 面 談 時 間 を あ ら た に 設 け 、 １ 人 １ 人 に 寄 り 添 っ

 　 た 支 援 を 充 実 さ せ ま す 。

・ 指 導 部 便 り 等 を 通 し て 、 不 登 校 や い じ め に 対 す る 学 校 の 取 組 周 知 を 充 実 さ せ ま す 。

 

 

５　安全教育　  

 

    教 職 員 保 護 者 児 童

 

 

 

 

 

  ３ ． ４８（ ３ ． ２ ９）     ３ ． ５１（ ３ ． ２ ２）    ３ ． ７ ６（ ３ ． ８ ４）  

 【 分 析 】

・ 教 職 員 の ９ ５ ％ （ 前 年 度 １ ０ ０ ％ ）、 保 護 者 の ９ ６ ％ （ 前 年 度 ８ ８ ％ ）、 児 童 の ９ ６

　 ％ （ 前 年 度 ９ ８ ％ ） が 肯 定 的 回 答 を し て お り 、 ３ 者 と も 高 い 数 値 を 示 し て い る 。

 【 改 善 の 方 向 性 】

・ 災 害 が 起 き た と き に 児 童 自 身 が 判 断 し て 行 動 で き る よ う 、 正 確 な 知 識 や 情 報 を 避 難 訓

 　 練 等 を 通 し て 伝 え て い き ま す 。

・ 危 機 管 理 マ ニ ュ ア ル 等 を 最 新 の 情 報 に 基 づ き 随 時 ア ッ プ デ ー ト し て い き ま す 。

 

 

 

 

 

 

 

 

教職員 危険回避能力や「自分の命は自分で守る」安全・防災意識を定着させる指導を行ってい

る。

保護者 学校は、子供たちの安全・防災意識を育てる取組を行っている。（避難訓練、防犯教室、

交通安全教室　等）

児童 不審者(ふしんしゃ)にあったときや、地震(じしん)や火事がおきたときに、どうすればよ

いか知っていますか。
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６　家庭学習　  

 

    教 職 員 保 護 者 児 童

 

 

 

 

 

  ２ ． ７４（ ２ ． ８ １）     ２ ． ７９（ ２ ． ８ ５）     ３ ．１ ０（ ２ ． ９ ６）  

 【 分 析 】

 ・ ３ 者 と も 他 項 目 と 比 較 し て 低 い 水 準 と な っ て い る 。

 ・ 教 職 員 と 保 護 者 の 回 答 比 率 が ほ ぼ 同 等 と な っ て い る 。

・ 肯 定 的 回 答 は 教 職 員 が ６ １ ％ （ 前 年 度 ７ １ ％ ）、 保 護 者 が ６ ５ ％ （ 前 年 度 ６ ７ ％ ）、

　 児 童 が ７ ４ ％ （ 前 年 度 ６ ９ ％ ） で 、 教 職 員 と 保 護 者 が 前 年 度 を 下 回 る 一 方 、 児 童 は 上

　 回 っ た 。

 【 改 善 の 方 向 性 】

 ・ 宿 題 以 外 の 自 主 的 な 家 庭 学 習 に 取 り 組 む 日 を 設 定 し 、 学 習 習 慣 の 確 立 を 図 り ま す 。

・ 児 童 が 主 体 的 に 学 び を 進 め ら れ る よ う 、「 家 庭 学 習 の 手 引 き 」 の 内 容 を 見 直 し ま す 。

 

 

７　そろえる活動（生活面）  

   教 職 員 保 護 者 児 童

  ３ ． １３（ ２ ． ６ ４）      ２ ． ９ ９（文言変更）    ３ ． ３ ５（ ３ ． ４ ６ あいさつのみ）  

教職員 家庭と連携し、うちガク（宿題・家庭学習）の習慣化が図られている。

保護者 お子さんは、うちガク（宿題や家庭学習）に進んで取り組む習慣が身に付いている。

児童 すすんで自分から、うちガク（宿題や、家庭学習）をしていますか。

教職員 そろえる活動(生活）に基づいた指導をし、児童の挨拶・整頓・時間を守る意識が向上し

ている。

保護者 お子さんは、よくあいさつをし、場に合った言葉づかいをしている。

児童 自分からあいさつをしたり、正しいことばづかいをしたりしていますか。
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 【 分 析 】

・ 教 職 員 の 肯 定 的 回 答 が ８ ２ ％ と な り 、 前 年 度 の ４ ８ ％ か ら 大 き く 上 昇 し た 。 保 護 者 は

　 ８ ２ ％ （ 前 年 度 ８ ２ ％ ）、 児 童 は ８ ９ ％ （ 前 年 度 ９ １ ％ ） で 前 年 度 と 同 等 。  

・ 教 職 員 と 保 護 者 の 否 定 的 回 答 の 割 合 が や や 多 く 、 課 題 が あ る こ と が 分 か る 。

 【 改 善 の 方 向 性 】

・「 時 間 を 守 る 意 識 の 定 着 」 を 次 年 度 の 重 点 と し 、 各 月 の 生 活 目 標 へ の 設 定 や 児 童 会 活

 　 動 と 連 動 し た 取 組 を 行 い ま す 。

・ 挨 拶 に つ い て も 、 同 様 に 指 導 を 継 続 し て い き ま す 。

 

 

８　そろえる活動（学習面）  

 教 職 員

  ３ ． ０４（ ２ ． ７ ６）  

 【 分 析 】

 ・ 肯 定 的 回 答 が ８ ３ ％ と な り 、 前 年 度 の ７ １ ％ か ら 上 昇 し た 。

・ 分 布 か ら 、 取 組 に 学 級 差 が あ っ た こ と が う か が え る 。

 【 改 善 の 方 向 性 】

・ 全 校 で 徹 底 が 図 ら れ る よ う 、 年 度 初 め と 前 期 終 了 時 に 児 童 ア ン ケ ー ト を 実 施 し 、 改 善

　 サ イ ク ル を 回 し ま す 。

 

 

９　基本的生活習慣　  

 

教職員 そろえる活動(学習）に基づいた指導をし、学習規律が徹底されている。

保護者 お子さんは、規則正しい生活リズムが身に付いている。（早寝・早起き・朝ごはん　等）

児童 きそく正しい生活ができていますか。 （はやね・はやおき・朝ごはん）
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   保 護 者 児 童

 

 

 

   ３ ． １０（ ３ ． １ ０） 　 　３ ． ２ １（ ３ ． １ ９） 　 　  

 【 分 析 】

・ 否 定 的 回 答 が 保 護 者 ２ ０ ％ 、 児 童 １ ９ ％ と な っ て お り 、 他 項 目 に 比 べ 高 い 数 値 と な っ

 　 て い る 。

・ 前 年 度 の 保 護 者 回 答 は 、 ２ が ２ ０ ％ 、 １ が ０ ％ だ っ た が 、 今 年 度 は 、 ２ が １ ７ ％ で １

 　 が ３ ％ （ ７ 名 ） い る 。

・ 児 童 の 前 年 度 の 否 定 的 回 答 は ２ ４ ％ で 、 今 年 度 は や や 改 善 さ れ た 。

 【 改 善 の 方 向 性 】

・ 元 気 ア ッ プ （ 長 期 休 業 明 け に 1 週 間 の 生 活 リ ズ ム を 記 録 す る 取 組 ） の 項 目 に 家 庭 で の

 　 メ デ ィ ア 利 用 時 間 を 加 え 、 望 ま し い 生 活 習 慣 の 確 立 を 目 指 し ま す 。

・ 児 童 会 活 動 と 連 動 し た 取 組 （ 放 送 で の 呼 び か け 等 ） を 行 い ま す 。

 

 

１０　きまり　  

  保 護 者 児 童

 　 ３ ． ２８（ ３ ． ２ ５）     ３ ． ５ ０（ ３ ． ５ ０）  

 【 分 析 】

 ・ 肯 定 的 回 答 が 保 護 者 は ９ １ ％ 、 児 童 は ９ ２ ％ で 高 い 数 値 と な っ て い る 。

・ 前 年 度 の 肯 定 的 回 答 は 、 保 護 者 が ９ ３ ％ で 児 童 が ９ ５ ％ 。 概 ね 今 年 度 と 同 等 。

 【 改 善 の 方 向 性 】

・ 保 護 者 、 地 域 、 学 校 が 共 に 子 ど も を 育 て る と い う 意 識 を 高 め る た め 、 指 導 部 便 り 等 を

 　 通 し て 学 習 や 生 活 の ル ー ル の 共 有 化 を 図 り ま す 。

・ 今 後 も 全 教 職 員 に よ る 目 配 り 、 気 配 り を 大 切 に 、 随 時 情 報 共 有 を 行 い な が ら 指 導 を 行

保護者 お子さんは、日新小のきまりをしっかり守って生活している。

児童 学校や学級のきまりをしっかりとまもっていますか。
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　 っ て い き ま す 。

 

 

１１　家庭・児童との連携・相談  

  保 護 者 児 童

  ３ ． ３５（ ３ ． １ ３）       ３ ．６ ９（ ３ ． ０ ６）  

 【 分 析 】

 ・ 保 護 者 の 肯 定 的 回 答 が ８ ８ ％ で 、 前 年 度 の ８ ２ ％ か ら 評 価 を 上 げ た 。

 ・ 児 童 の 肯 定 的 回 答 は ９ ２ ％ で 、 前 年 度 の ７ ２ ％ か ら 大 き く 上 昇 し た 。

・ ４ と 回 答 し た 児 童 は ７ ８ ％ で 、 前 年 度 の ４ １ ％ か ら 大 き く 増 加 し た 。

 【 改 善 の 方 向 性 】

・ 今 年 度 、 大 き く 評 価 が 上 が り ま し た 。 次 年 度 も 丁 寧 な 支 援 、 指 導 、 連 携 を 心 が け て い

　 き ま す 。

 

 

１２　情報発信  

 保 護 者

  ３ ． ５０（ ３ ． ４ ２）  

 【 分 析 】

保護者 学校は、子供たちの学習や生活、心身の健康などについて家庭に連絡したり、適切に相談

に応じたりしている。

児童 先生は、こまったことがあったときに、話を聞いてくれますか。

保護者 学校は、地域や家庭に学校の公開や情報発信を積極的に行っている。（学校行事や授業参

観、学校便りや学年通信　等）
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・ ９ ２ ％ の 保 護 者 が 肯 定 的 回 答 を し て お り 、 そ の う ち 「 ４ 」 と 回 答 し た 割 合 が ６ 割 近 く

 　 あ り 、 高 い 評 価 と な っ て い る 。

・ 昨 年 度 の 肯 定 的 回 答 は ９ ４ ％ で 今 年 度 と ほ ぼ 同 等 だ っ た 。

 【 改 善 の 方 向 性 】

 ・ 学 校 か ら の 文 書 が よ り わ か り や す い も の に な る よ う 見 直 し を 図 り ま す 。

・ 参 観 日 の 実 施 時 期 や 回 数 等 を 年 間 を 通 し て バ ラ ン ス 良 く 配 置 し ま す 。

 

 

１３　特別支援教育  

 

  教 職 員

 

 

 

 

  ３ ． ４３（ ３ ． ２ ５）  

 【 分 析 】

・ 肯 定 的 回 答 が １ ０ ０ ％ と な っ た 。（ 前 年 度 ９ ５ ％ ）  

・「 ４ 」 回 答 が ４ ３ ％ で 、 前 年 度 の ３ ０ ％ か ら 増 加 し た 。

 【 改 善 の 方 向 性 】

 ・ 今 後 も 通 常 学 級 担 任 と 特 別 支 援 学 級 担 任 の 協 働 に よ る 教 育 活 動 を 進 め て い き ま す 。

・ 児 童 理 解 研 修 を 通 し 、 児 童 1 人 1 人 の 教 育 的 ニ ー ズ を 全 教 職 員 で 共 有 し ま す 。

 

１４　危機管理  

 教 職 員

 　 ３ ． ６５（ ３ ． ２ ４）  

教職員 特別支援教育の充実に向け、専門性を高めるとともに、協働体制による実践を進めてい

る。

教職員 登下校の安全や災害時及び学校事故等において適切な対応を行っている。
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 【 分 析 】

・ 肯 定 的 回 答 が １ ０ ０ ％ と な っ た 。（ 前 年 度 ９ ０ ％ ）  

・「 ４ 」 回 答 が ６ ５ ％ と な り 、 前 年 度 の ３ ３ ％ か ら 大 き く 上 昇 し た 。

 【 改 善 の 方 向 性 】

・ 確 認 、 連 絡 、 報 告 の 意 識 を 高 め 、 全 職 員 の 協 働 の も と 適 切 な 対 応 に 努 め ま す 。

 

 

１５　働き方改革  

 教 職 員

　 　 ２ ． ９１（ ２ ． ４ ８）  

 【 分 析 】

 ・ 肯 定 的 回 答 が ６ ５ ％ で 、 前 年 度 の ４ ３ ％ か ら 大 き く 改 善 さ れ た 。

・ 否 定 的 回 答 が ３ ４ ％ あ り 、 課 題 が 残 る 。

 【 改 善 の 方 向 性 】

・ ICT  の 効 果 的 活 用 を 進 め 、 業 務 に 係 る 時 間 と 労 力 の 軽 減 を 図 り ま す 。

・ 組 織 的 な 教 科 担 任 制 を 進 め 、 授 業 の 充 実 と 教 材 研 究 の 効 率 化 を 図 り ま す 。

 

 

１６　コンプライアンス  

 

  教 職 員

 

 

 

 

 

   ３ ． ６５（なし）  

教職員 勤務時間を意識した働き方や校内業務の適正化が進められている。

教職員 教育公務員であることを強く自覚して、服務規律を遵守している。
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 【 分 析 】

・ 肯 定 的 回 答 が １ ０ ０ ％ 。 多 く の 職 員 が 「 ４ 」 と 回 答 し た 。

 【 改 善 の 方 向 性 】

 ・ コ ン プ ラ イ ア ン ス 強 化 月 間 （ ５ 月 ） に 研 修 を 実 施 し 、 意 識 の 向 上 を 図 る 。

・ 今 後 も コ ン プ ラ イ ア ン ス に 係 る 通 知 に 基 づ き 、 職 員 終 会 に て 管 理 職 か ら 周 知 、 指 導 を

　 随 時 行 う 。

 

 

 

１７　楽しい学校  

 

  児 童

 

 

 

 

　 　３ ． ６１（なし）  

 【 分 析 】

・ 肯 定 的 回 答 が ９ ４ ％ で 高 い 数 値 を 示 し た 。

 【 改 善 の 方 向 性 】

・ １ ～ １ ６ で 既 述 し た 方 策 に よ り 、 児 童 に と っ て 「 自 分 の よ さ や 持 ち 味 を 存 分 に 発 揮 で

き 、 明 日 も 行 き た い と 思 え る 学 校 」 を つ く っ て い き ま す 。

 

保護者の記述より  

 

【教育活動に対する意見】  

・ 授 業 で SNS  リ テ ラ シ ー を 実 施 し て ほ し い

・ 運 動 会  今 年 は 6 年 生 の 全 員 リ レ ー が あ っ て と っ て も 良 か っ た 。毎 年 恒 例 に し て 欲 し い 。

 　 障 害 物 リ レ ー と か で は な く 、 普 通 の リ レ ー が み た い 。

《学校より》  

〇 SNS リ テ ラ シ ー は 、 今 後 も 参 観 日 で 情 報 モ ラ ル 教 室 を 実 施 し ま す 。 ま た 、 指 導 部 便 り

 　 等 を 通 し て 適 宜 指 導 し て い き ま す 。

〇 運 動 会 は 、 次 年 度 の 改 善 策 に 沿 っ て 実 施 し て い き ま す 。 6 年 生 の リ レ ー は 実 施 の 予 定 で

 　 す 。

 

児童 学校は、たのしいですか。
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【施設・環境に対する意見】  

 ・ 乾 燥 時 期 の 湿 度 管 理 に 力 を 入 れ て ほ し い 。

 ・ ト イ レ の 修 繕 要 望

 ・ グ ラ ウ ン ド の 整 備

《学校より》  

 〇 湿 度 対 策 は 可 能 な 方 策 を 検 討 し ま す 。

 〇 ト イ レ は 修 繕 要 望 中 で す 。

 〇 グ ラ ウ ン ド は 公 務 補 さ ん が 整 地 や 草 刈 り を 行 な っ て い ま す 。

 

 

【その他】  

・ 子 ど も が 楽 し く 通 え て い る こ と 、 健 康 や 安 全 の 確 保 、 色 々 な 経 験 を さ せ て く れ て い る こ

 　 と な ど へ の 感 謝 の コ メ ン ト が あ り ま し た 。

 ・ 漢 検 を 学 校 で 受 け ら れ る よ う に し て ほ し い 。

 ・ 学 級 の 様 子 を も う 少 し 知 り た い 。 学 級 便 り が あ る と 嬉 し い 。

 ・ 友 達 の 家 に 遊 び に 行 く と き の ル ー ル や 常 識 的 な こ と を 学 校 か ら 保 護 者 に 伝 え て ほ し い 。

 ・ う ち ガ ク は 担 任 に よ り 毎 年 変 わ る の で は な く 、 同 じ や り 方 に し て ほ し い 。

・ 子 ど も が ス ケ ジ ュ ー ル の 見 通 し が つ き や す く 、自 分 た ち で 判 断 と 決 定 を す る 機 会 が 増 え 、

 　 余 裕 と 自 信 を 持 て る 生 活 が 送 れ る よ う に な る と い い な と 思 い ま す 。

 ・ 給 食 の 試 食 会 を や っ て ほ し い

 ・ 大 谷 グ ロ ー ブ を 使 わ せ て ほ し い

《学校より》  

〇 漢 検 は 明 倫 中 も し く は 一 般 会 場 で 受 験 可 能 と な っ て い ま す 。 ま た 、 オ ン ラ イ ン 受 験 も あ

 　 り ま す 。 詳 し く は 漢 検 の ホ ー ム ペ ー ジ を ご 参 照 く だ さ い 。

〇 学 級 便 り の 発 行 に つ い て は 、学 校 と し て 統 一 は て お り ま せ ん 。。学 級 の 様 子 に つ い て は 、

 　 参 観 日 、 学 級 懇 談 、 個 人 面 談 等 の 機 会 も 活 用 し お 伝 え て し て い き ま す 。

〇 放 課 後 の す ご し 方 に つ い て は 、 学 級 指 導 を し て お り ま す 。 友 人 宅 に 行 く 場 合 の マ ナ ー 等

 　 に つ き ま し て は 、 各 家 庭 に お い て 親 子 で 確 認 等 さ れ ま す よ う お 願 い し ま す 。

〇 う ち ガ ク に つ き ま し て は 、 発 達 段 階 や 学 年 学 級 の 実 態 に 応 じ て 取 組 が 変 わ る こ と を ご 理

　 解 い た だ け れ ば と 存 じ ま す 。 宿 題 の 日 や 自 主 学 習 の 日 を 設 定 す る 等 、 一 定 の ガ イ ド ラ イ

 　 ン を 策 定 し ま す 。

 〇 主 体 的 に 行 動 で き る 児 童 の 育 成 を 教 育 活 動 全 体 を 通 し て 進 め て い き ま す 。

〇 試 食 会 に つ い て は 、 保 護 者 の 希 望 に よ り 実 施 で き ま す 。 実 施 形 式 は 、 本 来 の 試 食 会 の 目

　 的 「 保 護 者 が 子 供 た ち の 給 食 内 容 や 食 育 へ の 取 組 を 理 解 す る 」 に 則 り 、 保 護 者 の み の 試

　 食 会 と な り ま す 。 合 わ せ て 栄 養 教 諭 に よ る 食 育 講 座 等 も 開 催 で き ま す 。 従 来 の 親 子 で 会

 　 食 す る レ ク 的 な 実 施 は 行 い ま せ ん 。 希 望 さ れ る 際 は 学 校 へ ご 相 談 く だ さ い 。

○ 大 谷 グ ロ ー ブ に つ い て は 、 担 任 に 活 用 希 望 の 申 し 出 が あ っ た 場 合 、 休 み 時 間 や 体 育 の 時

 　 間 に 使 え る よ う に し ま す 。

 

 


